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◆
指
定
の
種
別

 　
史
跡

 

◆
指
定
等
の
対
象
の
名
称

 　
三
戸
城
跡

 

◆
所
在
地

 　
青
森
県
三
戸
郡
三
戸
町
大
字

 　
梅
内
字
城
ノ
下

 

◆
指
定
対
象
面
積

 　
３
１
６
，
０
２
７
平
方
㍍

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
16
年
度

よ
り
「
三
戸
城
跡
」
の
保
存
お
よ
び
歴

史
究
明
の
た
め
の
調
査
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
調
査
の
結
果
、
南
部
家
本
城
の

遺い

こ

う構
を
残
す
大
変
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
町
で
は
「
三
戸
城

跡
」
を
良
好
な
状
態
で
将
来
へ
保
存
す

る
と
と
も
に
活
用
を
推
進
す
る
た
め
、

令
和
3
年
8
月
、
国
に
対
し
て
「
三
戸

城
跡
」
国
史
跡
指
定
に
つ
い
て
意
見
具

申
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
令
和
3
年
12
月
17

日
に
開
催
さ
れ
た
国
の
文
化
審
議
会
に

お
い
て
「
戦
国
末
期
か
ら
近
世
初
頭
に

お
け
る
北
東
北
の
築
城
技
術
を
知
る
上

で
重
要
」
で
あ
る
と
し
て
「
三
戸
城
跡
」

を
国
史
跡
に
指
定
す
る
よ
う
文
部
科
学

大
臣
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
官
報
告
示
を
経
て
正
式
に

国
史
跡
指
定
と
な
り
ま
す
が
、
指
定
さ

れ
る
と
三
戸
町
に
お
い
て
初
の
国
史
跡

と
な
り
ま
す
。

　
三
戸
城
跡
の
調
査
は
、
平
成
16
年
度

か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
延
べ
15
回
に
渡
っ

て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
調
査
は
発
掘
作

業
が
中
心
で
し
た
が
、
他
に
も
絵
図
・
古

文
書
と
い
っ
た
史
料
の
収
集
整
理
や
石
垣

石
材
産
出
地
の
特
定
を
す
る
な
ど
、
考
古

学
だ
け
で
は
な
く
歴
史
学
や
地
質
学
を
総

合
し
て
調
査
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
調
査
の
結
果
か
ら
三
戸
城
跡
は
、
出

土
す
る
陶
磁
器
の
年
代
に
よ
り
15
世
紀

頃
か
ら
城
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と

が
判
明
し
、
南
部
家
の
本
城
に
位
置
付

い
て
か
ら
も
数
回
に
渡
り
大
き
な
改
変

を
受
け
、
17
世
紀
初
頭
ま
で
に
現
在
の

曲く
る
わ輪
配
置
（
※
2
）
に
な
っ
た
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
。
特
に
石
垣
は
構
築
方
法

な
ど
か
ら
、
奥お

う
し
ゅ
う州
仕し

お

き置
後
と
元げ

ん

な和
期

（
１
６
１
４
～
１
６
２
３
）
に
大
き
く

区
別
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
大
門
跡
か
ら

見
つ
か
っ
た
門
礎
石
の
構
造
は
、
奥
州

南
部
領
の
城
郭
で
は
最
大
規
模
の
城
門

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
南
部

家
の
高
度
な
築
城
技
術
と
権
力
を
示
す

遺
構
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
三
戸
城
跡
は
、
戦
国

時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
頭
に
か
け
て
の
北

東
北
の
城
郭
史
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
情

　
三
戸
城
跡
は
、
三
戸
町
の
市
街
中
心

部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
馬
淵
川
と
熊

原
川
の
浸
食
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
標

高
約
１
３
１
メ
ー
ト
ル
の
河
岸
段
丘
上

に
築
か
れ
、
城
下
と
の
高
低
差
は
約
90

メ
ー
ト
ル
、
四
方
は
名
久
井
岳
や
奥
羽

山
脈
に
連
な
る
丘
陵
が
巡
る
天
然
の
要

害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
三
戸
城
は
、
室
町
時
代
後
期
か
ら
江

戸
時
代
初
頭
ま
で
三
戸
南
部
家
の
居
城

で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
江

戸
時
代
の
史
料
『
系け

い

胤い
ん

譜ふ

考こ
う

』
に
よ
る

と
、
天
文
8
年
（
１
５
３
９
）
南
部

晴は
る
ま
さ政
の
代
に
、
居
城
と
し
て
い
た
本
三

戸
城
（
現
南
部
町
・
聖
寿
寺
館
跡
）
が

家
臣
赤
沼
備
中
の
放
火
に
よ
り
焼
失
し

た
た
め
移
転
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
の
研
究
で
は
、
南
部
家

の
勢
力
拡
大
に
伴
い
、
三
戸
が
地
勢
的
に

有
利
で
あ
る
点
や
権
力
に
見
合
っ
た
大
規

模
城じ

ょ
う
か
く郭
の
必
要
性
な
ど
に
よ
り
移
転
し
た

と
す
る
見
方
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
天
正
18
年
（
１
５
９
０
）、
小
田
原

攻
め
に
参
陣
し
た
26
代
当
主
南
部
信の

ぶ
な
お直

は
、
豊
臣
秀
吉
か
ら
「
南な

ん

部ぶ

内う
ち

七し
ち

郡ぐ
ん

」

の
領
有
を
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
時
、

三
戸
城
が
正
式
な
居
城
に
定
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
『
豊と

よ
と
み
ひ
で
よ
し

臣
秀
吉
朱し

ゅ

印い
ん

状じ
ょ
う

』
か

ら
確
認
で
き
ま
す
。
そ
の
後
、
南
部
家

の
居
城
は
福
岡
城
（
二
戸
市
）、
盛
岡

城
（
盛
岡
市
）
へ
と
移
り
ま
す
が
、
三

戸
城
は
残
さ
れ
城じ

ょ
う
だ
い代
（
※
1
）
が
置
か
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れ
ま
す
。
ま
た
、貞じ

ょ
う
き
ょ
う享
年
間
（
１
６
８
４

～
１
６
８
８
）
の
城
代
廃
止
に
伴
い

古こ
じ
ょ
う城
と
な
っ
て
か
ら
も
、
御お

そ

う

じ

掃
除
奉ぶ

ぎ
ょ
う行

が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
江
戸
時
代
を
通

し
て
城
の
管
理
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

三
戸
城
跡
の
概
要

調
査
の
成
果

三戸城跡 3D 地形図三戸城跡 3D 地形図

写真：三戸城跡（南東上空から撮影）写真：三戸城跡（南東上空から撮影）

イベント広場の地下から検出された本丸跡石垣イベント広場の地下から検出された本丸跡石垣
（令和元年度調査）（令和元年度調査）地質学者による石垣調査地質学者による石垣調査

大門跡から検出された門礎石大門跡から検出された門礎石
（平成 30 年度調査）（平成 30 年度調査）

鍛冶屋敷跡から検出された水路状石組遺構鍛冶屋敷跡から検出された水路状石組遺構
（平成 16 年度調査）（平成 16 年度調査）

報
を
有
し
た
城
跡
と
言
え
、
後
世
に
残
す

べ
き
歴
史
遺
産
と
評
価
さ
れ
ま
す
。

（
※
1
）
城
代
と
は

　
城
主
の
留
守
中
に
代
理
と
し
て
城
を
管
理

し
た
人
の
こ
と
。

（
※
2
）
曲
輪
と
は

　
平
ら
な
空
間
と
し
て
区
画
さ
れ
た
整
地
の

こ
と
。
外
縁
に
は
堀
や
土
塁
・
石
垣
と
い
っ

た
防
御
機
能
も
施
さ
れ
る
。

三三さ
ん
さ
ん

戸戸の
へ
の
へ

城城じ
ょ
う

じ
ょ
う

跡跡あ
と
あ
と

国
史
跡
内
定

国
史
跡
内
定

祝


